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日本に数多く存在する“日本独自の歴史や職人達” から生まれた
文化や産業を広く海外に伝え、“日本の文化・産業の振興を海外展開
から生み出す” ことに特化した団体、それがJCI です。

豊かな文化に裏打ちされた、多様な産業、これが2000年以上も
昔から先人によって築かれてきた日本の力と言えるものではないで
しょうか。

しかし、時代は移り、様々な分野でその文化の継承が危ぶまれる
時代になってきています。
いま、さらなる高齢化、市場縮小、そして国際化が進行してゆく
日本を考えるとき、伝統的な日本文化と、現代の産業との融和を
いま一度図る必要性があることを感じます。

サブカルチャーだけではなく、
伝統文化の産業化を真剣に考えるときだと思います。
現代を生きる日本人によって示された文化産業が、今後、1000年、
2000年と続くこれからの日本の力となっていくのではないでしょうか。

日本文化産業国際振興協会（JCI）設立の思い
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般社団法人 日本文化産業国際振興協会（以下JCI）はこれから開催していく海外EXPOの中で
「伝統美の継承/The Exhibition of inherited art and culture」と題し、長い歴史の中で大切に
守られてきた価値ある美術工芸品、そして現代にその伝統を受け継ぐ画家、工芸作家を紹介して
いきます。

墨一色によるこの大作は墨線、濃淡、にじみ、かすれなどの
伝統技法を用いながら、大胆な構図とモチーフで現代の
水墨画として見事に表現された作品。
JCIではこのような新旧の伝統美を感じられる作品を通じ、
日本の美意識そして美術作品を世界に紹介していきます。

【山岸千穂による六曲一隻の水墨屏風絵の展示】

【和紙の潜在能力と可能性】

古くから日本人の日常に親しまれてきた和紙。2014年には
「和紙 日本の手漉き和紙技術」がユネスコに無形文化遺産と
して登録されるなど、世界的に注目されています。日本伝統の
折り紙の技法で和紙のみで成り立つ茶室を紹介することで、
茶室という大掛かりな建築物を和紙のみで設計する事により、
和紙本来の優れた性質、強度、光沢のある温かみのある質感、
そして多様性を示し、和紙の可能性を紹介しました。

【レンズの真眼“Historical Records”】

「レンズの真贋“Historical Records”と題し、希少な湿版
写真展を開催しました。
かつての幕末志士や古今の京都の街並みの変化、移り
変わる歴史の中で真実を映し出してきたレンズの眼、
日本が近代化へと歩みを進めた記録を通して再び歴史を
見つめ直し、確かな未来への筋道を探ります。

【湿版写真撮影会】

1851年にイギリスで発明され日本には江戸時代[安政]に
渡来され、幕末から明治維新の時代に撮影された写真の
多数はこの技法で作られています。市販フイルムが出来て
消えてしまった文化の一つです。今回、湿版写真家
林道雄氏により来賓方を撮影いたしました。





北斎の作品を最新技術を駆使したアート表現などにより、歴史上のアーティストとしてだけではなく、
現代においても世界最高峰のポップアーティストとしての北斎を表現することをテーマとする北斎
デジタルアート展を開催いたしました。

【北斎デジタルアートプロジェクト】



産経新聞

福島中央テレビ、ゴジてれ×SUN!(6/5 OAしました)
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http://ovo.kyodo.co.jp/news/culture/a-768978 http://www.yomiuri.co.jp/national/20160525-OYT1T50007.html

http://news.walkerplus.com/article/78909/image445289.html http://zasshi.news.yahoo.co.jp/article?a=20160525-00000006-ovo-life

その他、多数のメディアに掲載


